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出版業者の倒産件数推移
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はじめに 

公益社団法人全国出版協会によると、雑誌や書籍など出版物の推定販売金額は、2013 年に約 1

兆 6823 億円となり、ピーク時である 1996 年（約 2 兆 6564 億円）に比べ、約 1 兆円も縮小した。

少子高齢化など人口構成比の変化による読者数の減少や、インターネットの普及によって情報収

集手段が多様化、また近年のスマートフォン利用者の増加が販売部数の減少を速めている。総合

通販サイトのアマゾンジャパン（株）（東京都目黒区）をはじめとするネット通販企業が書籍販売

事業を拡大する一方で、地方を中心に閉店を余儀なくされる書店が散見され、ここ数年で出版業

者を取り巻く経営環境は劇的に変化している。 

帝国データバンクでは、2005 年度（2005 年 4月～2006 年 3 月）から 2014 年度（2014 年 4 月～

2015 年 3月）までの 10年間の出版業者の倒産件数・負債総額を集計・分析した。 

 

調査結果（要旨） 

1. 2014 年度の倒産件数は、前年度比 53.3％増の

46 件。2009 年 12 月に施行された中小企業金

融円滑化法により、倒産件数は減少傾向をた

どっていたものの、3年度ぶりに増加に転じた 

2. 負債総額は、前年度（30 億 100 万円）比で

272.5％増となる 111 億 8000 万円 

3. 近年の倒産で負債額トップは、若者向けファ

ッション誌を手がけていたインフォレスト

（株）（約 29 億 1300 万円）。このほか、教育

関連や宗教関連が負債額上位に名を連ねた 
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出版倒産、前年度比 5割超の大幅増 
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出版業者の倒産件数・負債総額の推移
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1． 倒産件数・負債総額推移  ～ 年度後半にかけて増加ペース加速 ～ 

過去 10 年間の出版業者の倒産件数の推移を見ると、2009 年度（56 件）にピークに達したが、

2009 年 12 月に施行された中小企業金融円滑化法などの影響もあり、2013 年度には 30 件にまで減

少。しかし、翌 2014 年度には前年度を 53.3％上回る 46 件にまで増加した。スマートフォンの利

用者が増加するなどインターネットを通じて情報収集する消費者が増加し、さらに 2014 年 4 月の

消費税引き上げによる消費マインドの減退から販売環境が悪化し、2014 年度上半期の倒産件数は

19 件（前年同期比＋11.8％）、下半期は 27 件（同＋107.7％）と、増加ペースが加速している。 

一方、2014 年度の負債総額は 111 億 8000 万円となり、前年度（30億 100 万円）比で 272.5％の

大幅増となった。2011 年度には、カレンダー製造を手がけていた新藤販売（株）（東京都、会社更

生法、2012 年 3月）が負債 241 億 7500 万円を抱えて倒産したことで単年度の負債総額を押し上げ

たものの、近年は数十億円規模で推移していた。 
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【 内容に関する問い合わせ先 】 

（株）帝国データバンク 東京支社 情報部 安部 隼人 

 TEL 03-5919-9341  FAX 03-5919-9348 

e-mail hayato.abe@mail.tdb.co.jp 

 

2． 近年の主な倒産  ～ ファッション、学習関連が上位に ～ 

2012 年度以降に倒産した主な出版業者は下表の通り。負債額トップは、女性向け「小悪魔ａｇ

ｅｈａ」「ｎｕｔｓ」、男性向け「Ｓａｍｕｒａｉマガジン」などの若者向けのファッション誌を

手がけていたインフォレスト（株）。2010 年に親会社と代表者が変更して以降、販売部数が落ち込

み、2014 年 4月には実質的に事業を停止していた。 

中学生を対象とした自習書ワークブックや補習用テキストを手がけていた吉野教育図書（株）、

小中学生向けの参考書や問題集を手がけていた（株）教学研究社など、少子化に伴う販売部数の

減少で学習関連出版業者の倒産が目立ったほか、児童書「こびとづかん」シリーズを手がけてい

た長崎出版（株）は、事業拡大の失敗により破産手続き開始決定を受けた。 

また、「真言宗全書」などの仏教関連書籍を出版していた（株）同朋舎メディアプラン、「日本

の古寺シリーズ」「世界からの仏教シリーズ」などの書籍を手がけていた（株）四季社など、宗教

関連をメーンコンテンツとする出版業者の倒産も散見された。 

 

  

 

 

 

 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。 

当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。報道目的以外の利用につきましては、著作権法の範囲内で

ご利用いただき、私的利用を超えた複製および転載を固く禁じます。 

近年の主な出版業者の倒産

商号 ジャンル 主な出版物（倒産時） 態様
負債

（百万円） 所在地 倒産年月

インフォレスト（株） ファッション誌 「小悪魔ａｇｅｈａ」「Ｓａｍｕｒａｉマガジン」 破産 2,913 東京都 2014年12月

（株）美術出版社 芸術関連雑誌・書籍 「美術手帖」「美学」 民事再生法 1,950 東京都 2015年3月

吉野教育図書（株） 教育図書 「研究と対策」「教科書の確認」 民事再生法 1,700 大阪府 2012年9月

長崎出版（株） 児童書 「こびとづかん」シリーズ 破産 1,210 東京都 2014年9月

（株）武田ランダムハウスジャパン 海外書籍の翻訳 「最後の授業」「フェルメール展の図録」 破産 926 東京都 2012年12月

（株）医学芸術新社 医療系書籍 「臨床看護技術ベーシックス」 破産 695 東京都 2014年10月

（株）同朋舎メディアプラン 仏教関連書籍 「真言宗全書」「メンタルヘルス事典」 破産 634 東京都 2014年9月

（株）教学研究社 教育図書 「中学事典」「力の5000題」 破産 600 大阪府 2012年7月

（株）四季社 宗教関連書籍 「日本の古寺シリーズ」「世界からの仏教シリーズ」 破産 400 東京都 2013年9月

（株）青空出版 パズル・クロスワード誌 「漢字館ＧＯＬＤ」「別冊漢字館」 破産 354 東京都 2014年7月


